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行 

政 

報 

告
（
髙
橋
町
長
）

12
月
定
例
会
の
中
か
ら
、
行
政
報
告
と
そ
の
関
連
質
疑
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12 月定例会報告

12 月 11 日

◎
懸
案
事
項
に
お
け
る

　
要
望
活
動

【
北
海
道
結
志
会

　
　
　
　
地
域
政
策
懇
談
会
】

・
主
要
道
道
美
深
雄
武
線
整

備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て　

ほ
か
７
件

【
北
海
道
国
営
農
地
再
編
整
備

　
　
事
業
推
進
連
絡
協
議
会
】

・
農
地
の
再
編
整
備
に
関
す
る

要
請
に
つ
い
て

【
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
期
成
会
】

・
地
方
交
付
税
総
額
の
安
定
的

な
確
保
及
び
財
政
措
置
の

拡
充　

ほ
か
32
件

【
雄
武
町
単
独
】

・
道
路
整
備
の
計
画
的
な
促
進

に
つ
い
て　

ほ
か
11
件

【
高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会
】

・
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

機
能
強
化　

ほ
か
２
件

【
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
促
進
期
成
会
】

・
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
の

促
進
に
つ
い
て

◎
新
年
度
予
算
編
成

　
本
町
の
行
政
運
営
は
、
行
政

評
価
制
度
を
取
り
入
れ
た
事
務

事
業
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
評

価
結
果
を
総
合
計
画
に
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
連
動

し
た
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算

編
成
に
よ
っ
て
効
率
的
な
財
政

運
営
を
推
し
進
め
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
性
を
示
す

健
全
化
判
断
比
率
を
良
好
な
状

態
で
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

自
主
財
源
の
占
め
る
比
率
が
小

さ
い
中
、
原
油
価
格
や
物
価
高

騰
に
よ
る
多
方
面
へ
の
影
響
並

び
に
地
方
財
政
計
画
の
先
行
き

な
ど
、
歳
入
見
通
し
は
非
常
に

不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
も
、

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
・
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
対
策
に
多

額
の
財
源
が
必
要
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
社
会
保
障
関
係
経
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
加
、

給
与
水
準
の
引
き
上
げ
に
伴
う

人
件
費
の
増
加
な
ど
、
今
後
も

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
国
や
北
海
道

の
予
算
の
情
報
収
集
を
怠
る
こ

と
な
く
適
切
に
編
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
財
政
問
題
に

対
す
る
関
心
は
従
前
に
も
増
し

て
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
各
種

施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
安
定
的
か
つ
健
全
な
財
政
基

盤
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
町
民
が
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
し

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
第
６
期
雄
武
町
総
合

計
画
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ

る
「
～
郷
土
愛
で
築
く
～
次

世
代
へ
躍
進
す
る
ま
ち
・
雄

武
」
の
実
現
に
向
け
て
、
５

つ
の
政
策
目
標(

躍
動
感
あ
ふ

れ
る
産
業
の
ま
ち
、
安
心
感

の
持
て
る
福
祉
の
ま
ち
、
達

成
感
か
ら
学
ぶ
教
育
の
ま
ち
、

快
適
感
を
満
た
す
環
境
の
ま

ち
、
連
帯
感
を
高
め
る
協
働
の

ま
ち)

に
掲
げ
た
施
策
を
展
開

し
て
い
く
た
め
、
人
件
費
、
公

債
費
、
繰
出
金
等
を
除
い
た

16
億
４
０
７
２
万
４
千
円
の
一

般
財
源
を
各
課
に
枠
配
分
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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↓
次
は
　
意
見
交
換
会

行 政 報 告 等 に 関 する質 疑 応 答

● 公共交通対策  
遠藤
　活性化協議会での活動と今後の展開は。

公共交通対策室長
　公共交通活性化協議会は、18 名の委員が参加
し、副会長の指名、今年度の事業計画、収支予
算案について協議し、原案承認決定をした。今年
9 月までにおいて、目標の 1880 人に対し 85%
に達していることを報告し、アドバイザーの先生か
ら評価のコメントを頂いた。 委員との意見交換で、
コミュニティバス等の運行に否定的な意見はなかっ
た。

遠藤
　議会の意見交換会で、東浜地区の方が坂を登る
事が非常に大変という話があった。改善の考えは
あるのか。

公共交通対策室長
　協議会等では、東浜の運行を求める意見は出て
ませんが、今後も協議会の意見を聞きながら地域
の総意として要望があれば、可能な範囲で対応し
ていきたいと考えている。

● 快適住まいづくり促進補助金
遠藤
　改修工事が 81 件となっている。昨年は同時期
40 件、一昨年も 40 件となっている。大きく伸び
ている理由と詳細を教えていただきたい。

建設水道課長　
　雄武町快適住まいづくり促進補助金は、今年度
から制度制定したゼロカーボン改修で 41 件と件数
が伸びている。内容は断熱改修 6 件、エアコン設
置更新 30 件、給湯設備関係 1 件、LED 照明 1 件、
複合改修で断熱改修とエアコンを同時に設置した
部分で 3 件となっている。

● ふるさと納税の状況  
嶋村
　令和 6 年度は落ち込んでいたが、新しく導入し
た amazon ふるさと納税の状況は。それと、全体
の今現在（12 月12 日）の状況をどう捉えているか。

財務政策課長　
　amazon ふるさと納税は 1100 万円と伸び悩ん
でいる状況です。特定のポータルサイトでの伸びが
大きく、全体の状況では 12 月 12 日現在で 5 億
900 万円となり、年末に多くの寄付が集中するの
で目標の６億円が見えてきました。 
　しかし、返礼品の金額も上がっているので、寄
附件数は下がっているのが現状です。

12 月 11 ～ 12 日（２日間）
●行政報告（町長）

●行政事務報告（副町長）

●教育行政報告（教育長）

●一般質問（３名）

●各会計補正予算 10 件
　（専決処分１件含む）

●条例制定・改正８件
●規約変更１件

　 審 議 内 容
●指定管理者の指定１件
●教育長の任命１件
●委員の選任１件
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意 見 交 換 会意 見 交 換 会
雄武町議会・意見交換会を令和７年11月 30 日 ㈰ 10 時 00 分から

開催しました。

お集まりいただいた15 名の町民の皆様から

雄武町をより良くするためのご意見を伺うことができました。

道 の 駅 周 辺道 の 駅 周 辺
・ここに来れば楽しいねという場づくり

・人を集める場づくりが必要

・地域の人×移住してきた人×町外の人の交流・情
報交換の場が欲しい

・個人がお店を出店しなくても自由販売できる場が
あればいい（お菓子や家庭菜園の野菜など）

・リサイクルショップ、リ
サイクル工房があると
いい

・求人（手伝い）情報のア
ナログな掲示板

移 住 者 支 援移 住 者 支 援
・移住者へのサポート体制をもっと厚くしてほしい

・移住者のコミュニティを作ってほしい

・移住者の住みやすい町づくりが必要

・仕事を探したくても窓口が見えてこないのでサ
ポート体制を

コミュニティバスコミュニティバス
・高齢者には坂がきついので、海岸線通りにもバ

スを通してほしい

・巡回バスあると便利

地 域 の 発 信 力地 域 の 発 信 力
・地域おこし協力隊の活動内容が町民に見えてこ

ない、もっと見えるようになってほしい

・町の各種発信がホームページの発信だと高齢に
なると見づらいので、文書や広報のほうが見や
すい

・町としてもっと発信力を強化してほしい

・観光の目玉がない

学 校 教 育学 校 教 育
・小学校・中学校の校舎については一体型校舎で

R13 年建築予定と聞いているが、地域に学校が
なくなることは仕方ないけど、寂しい気持ち

・補助などお金を出すだけではなく、こどもに産業
など町のことに興味を持ってもらえるようにする
といいのでは

求人情報
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↓
次
は
　
定
数
・
報
酬
意
見
交
換
会

意 見 交 換 会意 見 交 換 会

議員に対する議員に対する
要望や意見要望や意見

・議会だよりの議会日誌に、参加議員の氏名を載
せてほしい 

・議員定数の10 議席は多いのでは 

・委員会活動の効率化で定数削減は可能では 

・議員の活動内容を明確化してほしい 

・報酬に見合う活動をしているか疑問がある 

・議員選挙で誰を選ぶか基準が見えてこない、マ
ニフェストや討論会などで情報が欲しい

産　業産　業
・昆布、ウニの資源センター、作り育てる漁業・

資源管理が必要

・ホタテの玉の小さなものをもう一年海中飼育を
行ったり、東京農大とのつながりを強化したり、
地域おこし協力隊の力を借りて新しい産業を育
むことが必要なのでは

・産業を呼び込むスタートアップも必要

雄 愛 園雄 愛 園
・不適切な金銭管理について

うやむやにしないで、根本
的に解決してほしい。

まちづくりまちづくり
・活気がないので、感動のあるイベントを開催して

ほしい

・ボランティアに負担が多いので、町民も一緒に参
加を

・病院内の空きスペースの活用を

・役場職員だけでなく町民も協力しながら町を盛り
上げていけば良い

・町民参加の河川清掃を

・シルバー人材センターの復活を
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議員議員定数定数 ･･ 報酬報酬に関するに関する

意見意見交換会交換会を開催しましたを開催しました
　地方議員のなり手不足問題は、 全国的にも深刻化しています。

　その大きな要因のひとつが低額な議員報酬にあると言われており、 各地で

議員定数 ・報酬見直しの議論が進められています。

　
　雄武町議会では地方自治の礎である “二元代表制” の一翼を担う議会を

健全に存続させていく方策を探るべく、 令和６年９月に 「議会改革調査特別

委員会」 を設置しました。

　前身の議会活性化調査特別委員会の取り組みを継承した 「町民に開かれ

た議会の更なる前進」 に 「議員のなり手不足対策」 を加えて議論を開始し

ました。 適正な議員数及び報酬水準を定め、 次の世代を担う新たな人材の

立起と議会力のアップを図るため、 次の改選期に向けた見直しを検討してお

ります。

　委員会では計 17 回にわたる会議を開催し、一定の結論に至りましたので、

中間報告 （案） を作成し、 それをもとに町民の皆様にご説明し、 ご意見を

伺うため、 町内４か所 （雄武・沢木・魚田・幌内） で意見交換会を開催させてい

ただきました。

　意見交換会でいただいた意見を参考に、 ３月定例会で議会改革調査特別

委員会の中間報告を行います。

　意見交換会参加の町民の皆様には、 寒中にもかかわらずご参加いただき

誠にありがとうございました。

令和８年２月10 日 ㈫ ～14 日 ㈯令和８年２月10 日 ㈫ ～14 日 ㈯
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街
路
灯(
防
犯
灯)

等
の
現
況

と
今
後
の
予
定

　

街
路
灯
等
の
現
況
は
。

町
長　

町
内
の
街
路
灯
・
防
犯
灯

の
数
は
、
現
在
１
１
７
６
基
あ
り
、

漁
港
内
道
路
を
含
め
た
街
路
灯
は

730
基
、
公
営
住
宅
敷
地
内
照
明
を

含
め
た
防
犯
灯
が
446
基
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

街
路
灯
等
の
修
理
が
必
要
に

な
っ
た
際
の
受
付
窓
口
の
一
元
化

の
考
え
は
。

建
設
水
道
課
長　
今
後
は
窓
口
を

建
設
水
道
課
に
一
元
化
し
、
広
く

町
民
の
方
々
に
周
知
す
る
と
と
も

に
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
道
路
灯
・

防
犯
灯
通
報
機
能
に
つ
い
て
も
周

知
し
て
い
き
ま
す
。

　

元
沢
木
の
新
規
避
難
道
路
の

街
路
灯
建
設
計
画
と
街
路
灯
等
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
移
行
予
定
は
。

建
設
水
道
課
長　
元
沢
木
海
岸
線

の
道
路
灯
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
に
起
点
と
終
点
の
方
に
設
置
す

る
予
定
で
あ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

て
は
現
在
76
％
が
完
了
し
て
お
り
、

令
和
12
年
度
ま
で
に
順
次
更
新
す

る
計
画
で
す
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
等
へ
の
参
加

　

総
務
省
の
取
組
み
で
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度

が
あ
る
が
、
雄
武
町
と
し
て
参
加

す
る
意
思
は
。

町
長　
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画

に
お
い
て
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
活
用
が
直
ち
に

必
要
な
事
業
が
乏
し
く
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
際
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
へ
の
取
組
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長　
令
和
８
年
度
の

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
ま
ず
「
お
試
し
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
令
和
８
年
度

中
に
実
施
し
た
い
。

ベ
ン
ト
を
行
う
際
に
屋
根
が
な
い

事
に
よ
り
、
参
加
者
・
来
場
者
等

が
厳
し
い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
対
策
・
改
善
予
定
は
。

町
長　
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
屋
根
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
整
備

費
用
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
段
階
で
は
最
優
先
で
進
め
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

猛
暑
対
策
に
つ
い
て
は
実
行
委

員
会
事
務
局
の
観
光
協
会
と
連
携

し
、
適
切
な
対
策
を
取
っ
て
い
き

た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
フ

リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
用
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長　
既
存
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
価
値
を
柔
軟
に

提
案
・
実
施
で
き
る
余
地
が
生
ま
れ

る
制
度
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
行
政
連
携
型
で
進

ん
で
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
に
向

け
て
は
企
業
派
遣
型
を
検
討
し
、

フ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
採
用
も
前

向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の
屋
根

等
猛
暑
対
策

　

近
年
の
猛
暑
等
に
よ
り
、
イ

栁
やなぎはら

原 浩
ひ ろ ゆ き

之 議員

  　  一 般 質 問

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
へ
の
参
加
意
思
は

今
後
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
際
に
検
討
を
し
た
い
（
町
長
）

↓
次
は
　
一

般

質

問
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雄
武
町
に
お
け
る
災
害

　
　

要
支
援
者
対
応
と
地
域

　
　

防
災
力
の
強
化

　

本
町
の
避
難
場
所
数
、
指
定

緊
急
避
難
場
所
、
避
難
者
数
、
収

容
能
力
の
現
状
は
。

町
長　

指
定
避
難
所
10
か
所
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
19
か
所
、
福
祉

避
難
所
２
か
所
で
す
。

総
務
課
長　
各
施
設
の
有
効
面
積

か
ら
算
出
し
、
大
多
数
の
町
民
が

収
容
可
能
で
す
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
世
帯
等
、
災
害
時
要

支
援
者
の
名
簿
状
況
及
び
避
難
支

援
体
制
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報

が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
整
備
し
69
人
を
登
録
、
う

ち
18
人
は
個
別
避
難
計
画
を
作
成

し
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
各
自
治
会
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
進
め
、

地
域
と
連
携
し
た
避
難
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

冬
期
や
夜
間
、
豪
雪
、
停
電

な
ど
寒
冷
地
特
有
の
地
域
特
性
を

町
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
要
支
援
者
が
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
、
移
動
手
段
や
送

迎
、
宿
泊
先
、
暖
房
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長　
寒
冷
地
・
過
疎
地
域

の
課
題
を
認
識
し
、
要
支
援
者
の
安

全
な
避
難
体
制
を
重
視
し
、
送
迎
体

制
や
除
雪
車
確
保
、
民
間
宿
泊
施
設

等
の
活
用
に
向
け
た
協
定
締
結
の

検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

若
手
職
員
対
象
の
水
防
訓
練

を
、地
域
住
民
や
自
主
防
災
組
織
、

企
業
、
学
校
も
参
加
す
る
全
住
民

型
訓
練
に
拡
大
す
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

町
長　
全
町
民
参
加
型
の
訓
練
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
拡
大
す
れ
ば

初
動
対
応
力
や
防
災
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
安
全
確
保
や

規
模
、
資
機
材
確
保
等
の
課
題
が

あ
り
、
他
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま

え
調
査
研
究
し
、
検
討
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
強
化
に
は
、
発

災
直
後
の
対
応
だ
け
で
な
く
復
旧
・

復
興
も
視
野
に
入
れ
た
体
制
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
３
年
間
、
雄
武

町
が
注
力
す
べ
き
重
要
施
策
は
。

町
長　
発
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復

興
を
見
据
え
、
防
災
体
制
や
人
材

の
確
保
・
養
成
、
自
治
会
と
の
連

携
強
化
、
住
民
へ
の
防
災
教
育
・

防
災
訓
練
の
拡
大
、
情
報
発
信
多

様
化
、
復
旧
支
援
体
制
や
備
蓄
管

理
の
改
善
に
注
力
し
、
防
災
力
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
防
災
力
を
ど
の

よ
う
な
形
で
強
化
し
て
い
く
か
、

ま
た
住
民
主
体
で
あ
る
自
治
会
、

自
主
防
災
組
織
の
役
割
、
連
携
強

化
、
情
報
発
信
強
化
、
要
支
援
者

の
体
制
構
築
等
と
い
う
三
軸
で
の

町
の
考
え
方
は
。

町
長　
自
治
会
・
自
主
防
災
組
織

の
連
携
強
化
、
防
災
情
報
発
信
の

強
化
、
要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制

の
整
備
を
三
本
柱
に
、
町
民
主
体

で
地
域
防
災
力
の
向
上
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

①
地
区
別
避
難
訓
練
の
定
期

安
や す も と

本 明
と し み

志美 議員

開
催
と
結
果
公
表
、

②
地
区
別
要
支
援
者

マ
ッ
プ
の
作
成
・
更
新
に
よ
る
見

守
り
体
制
強
化
、
③
学
校
・
企
業

も
参
加
す
る
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
防

災
（
※
）
訓
練
の
定
例
化
、
④
情

報
発
信
の
多
様
化
と
多
文
化
共
生

の
視
点
で
の
防
災
周
知
強
化
を
提

言
し
ま
す
。

地
域
特
性
に
応
じ
た
防
災
対
応
の
強
化
を
図
る
（
町
長
）

町
に
お
け
る
災
害
時
要
支
援
者
対
応
と
地
域
防
災
力
の
強
化
を

雄武防災ハンドブック・
防災マップはここから

（※）クロスセクター防災
　クロスセクターとは、行政・
企業・地域など異なる分野が
垣根を越えて協力する考え方
です。これを防災に応用した
ものがクロスセクター防災で、
各主体が強みを持ち寄り、災
害への備えや対応力を高め、
被害を最小限に抑える仕組み
をつくる取り組みです。

  一 般 質 問
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雄
愛
園
の
入
所
者
金
銭
着
服

お
よ
び
管
理
運
営
上
の
問
題

点
　

一
点
確
認
し
て
お
き
た
い
の

で
す
が
、
こ
の
た
び
の
雄
愛
園
の

問
題
を
町
へ
通
報
し
た
職
員
の
保

護
に
つ
い
て
、
社
協
内
部
で
徹
底

さ
れ
て
い
る
か
。

地
域
福
祉
課
長　

内
部
通
報
者

の
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

議
会
で
も
答
弁
し
て
お
り
ま
す
が
、

不
当
な
取
り
扱
い
を
し
な
い
よ
う

申
し
入
れ
て
お
り
、
今
回
議
会
前

に
も
施
設
長
職
務
代
行
者
に
役
場

に
来
て
い
た
だ
い
て
確
認
し
て
お

り
ま
す
。

　

道
の
監
査
結
果
が
出
て
、
全

体
像
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ

た
時
点
で
町
民
に
対
し
て
こ
の
事

象
の
説
明
、
責
任
の
所
在
等
に
つ

い
て
、
お
話
を
す
る
考
え
は
お
あ

り
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

道
と
も
協
議
を
行
い
な
が

ら
、
報
告
方
法
、
内
容
に
つ
い
て

精
査
も
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

適
期
を
と
ら
え
て
対
応
し
た
い
。

雄
武
町
職
員
の
管
理
職
手
当

　

総
務
課
に
管
理
職
と
一
般
職

と
の
月
額
給
与
の
逆
転
現
象
は
あ

る
か
と
資
料
請
求
し
ま
し
た
ら
、

毎
月
発
生
し
て
い
る
と
の
回
答
で

し
た
。
時
間
外
労
働
の
対
価
と
し

て
の
時
間
外
報
酬
で
す
の
で
、
労

働
の
対
価
と
し
て
当
然
の
報
酬
で

す
。

　
管
理
職
は
管
理
監
督
す
る
立
場

で
す
の
で
時
間
外
勤
務
手
当
は
出

ま
せ
ん
が
、
管
理
監
督
者
と
し
て

優
遇
的
待
遇
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
果
た
し
て
、
雄
武
町
の
管
理
職

手
当
は
妥
当
な
金
額
な
の
か
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
本
町
の
管
理
職
手
当
は
平

成
14
年
に
大
き
な
行
政
改
革
が
あ

り
、
職
員
給
与
を
カ
ッ
ト
し
た
経

緯
が
あ
り
、
管
理
職
手
当
の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
も
下
げ
て
今
に
至
っ

て
い
る
。
実
は
西
紋
管
内
で
も
低

位
に
置
か
れ
て
い
て
、
地
方
公
務

員
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
考
え
る

と
不
公
平
感
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

　

任
命
権
者
と
し
て
幹
部
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
ら
な
い

よ
う
待
遇
面
に
つ
い
て
目
を
向
け

て
い
き
た
い
。

　

慢
性
的
な
職
員
不
足
の
な

か
、
兼
務
さ
れ
て
い
る
管
理
職
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
管
理
職
の
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
意
味
で
も
行

て
は
、
地
元
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
整
理
統
合
も
考
え
る
時
期
と
思

う
が
。

町
長　
長
寿
命
化
計
画
を
立
て
て

も
、
い
つ
ま
で
使
う
の
か
の
視
点

が
欠
け
て
い
る
。

　

公
共
施
設
整
備
調
整
室
に
て
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
問
題
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
し
た
。

政
改
革
前
の
管
理
職
手
当
に
戻
す

べ
き
で
は
。

町
長　
議
員
の
ほ
う
か
ら
後
押
し

い
た
だ
け
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
前
向
き
に
と
ら
え
て

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る

今
後
の
町
有
施
設
の
在
り
方

　

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
く
中

で
町
内
に
あ
る
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
長
寿
命
化
計
画
を
基
に
維

持
管
理
し
て
い
く
と
い
う
大
前
提

で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
利
用
頻
度
の
低
い
施
設
に
つ
い

嶋
し ま む ら

村 義
よ し ふ み

文 議員

  　  一 般 質 問
雄
愛
園
問
題
に
つ
い
て
町
民
へ
の
説
明
の
考
え
は

道
の
監
査
後
、
適
期
に
対
応
し
た
い
（
町
長
）

↓
次
は
　

  
議

案

審

議
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12 月定例会　議案審議①
定例会の議案審議中に行われた質疑応答の内容をお知らせします。

◆物価高騰対策事業
（家計応援券・事業者支援）

(令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第６号 ))
高橋
　町内のスーパー1 件に対して、家計応援券の利
用制限をかける理由は。
 
産業振興課長補佐
　町民が生活する上で、ライフラインの灯油など
にも偏りなく利用していただくため。

高橋
　制限なく使える事も事業支援になると思います
が、その一方でスーパー1 件に対して 500 万円の
事業支援を行っている。その理由は。
 
産業振興課長
　決算的に厳しい状況と聞いているので、経営支
援の方に特化した形での事業者支援と考えている。

町長
　物を売るということは仕入れがかかる。そこに物
価高騰対策という形で支援をすることで、経営改
善を図っていただくと考えている。

◆モバイルバッテリーの処理
(令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第５号 ))

溝田
　小型家電リサイクル料に 13 万円 計上。モバイル
バッテリーの処理に関して雄武町ではどのような
手段を考えているのか。モバイルバッテリーによる
被害はあるのか。

住民生活課長
　現在雄武町では、モバイルバッテリーの処理の取
扱いができない。小型家電リサイクルも、バッテリ
ーは外した状態で町内の回収ボックスに入れてもら
っている。町内でモバイルバッテリー関連の事故は
現在発生していない。

【小型充電式電池（モバイルバッテリー等）の回収が
始まりました！】
　役場庁舎または町民センターに設置しているリサイクルボ
ックス缶に入れてください。

回収対象
リサイクルマークがついているリチウムイオン電池、ニッ

ケル水素電池、ニカド電池

※詳しい内容については町 HP をご覧ください。

補正予算  【主な内容】
・一般会計（第５号）

小型家電リサイクル料　13 万円
RPA 利用料　58 万 1 千円

生活交通路線維持補助金　1867 万 9 千円
国民健康保険病院事業会計繰出金　8500 万円

公共下水道事業会計繰出金　△ 1153 万 4 千円

令和８年１月から！

・一般会計（第６号）
物価高騰対策事業補助金（家計応援券）　6185 万円

物価高騰対策事業補助金（事業者支援）　500 万円
省エネエアコン購入費助成金　200 万円

簡易水道事業会計繰出金（水道料金負担軽減対策事業分）　1770 万円
農業粗飼料生産支援事業助成金　1204 万円

おこめ券購入費　1200 万円

このボックスに
入れてぷち！
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↓
次
は
　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

12 月定例会　議案審議②
定例会の議案審議中に行われた質疑応答の内容をお知らせします。

◆ RPA利用料
(令和 7年度雄武町一般会計補正予算 (第５号 ))

遠藤
　RPA 利用料は空港の利用助成に関する事業と伺
いましたが、導入によりどういった効果が見込まれ
るのか。
 
DX 推進室長
　反復的な事務処理を機械に行わせることで事務
の改善につながっていきます。
　今回の航空券の部分につきましては、まずは手
書きの申請書を頂いたものをスキャナーで読み取
り、そのデータを全て、エクセルデータに入力す
るという作業を機械が自動的に行います。その後、
そのデータベースをもとに機械が自動的に全件照
会をかけて全てを抽出するという流れです。人間
の手に関しては、データの目視的なチェックと修正
になろうかと思います。かなり事務の改善につなが
っていると聞いております。

【RPA とは】
　RPA とは「人がパソコンで行う定型作業を、ソフトウ
ェアのロボットが自動で実行する仕組み」です。データ
入力やコピー作業などを任せることで、ミスを減らし、
作業時間を大幅に短縮できます。業務効率化に役立つ
便利な技術です。
　RPA はさまざまな業務で活用されています。経理
では請求書入力や支払処理を自動化し、人事では勤
怠集計や入社手続きの作成をロボットが行います。
顧客対応では問い合わせ分類や定型メールを自動化
します。物流でも在庫更
新や発注処理を自動化し、
大量データの処理がより
スムーズになります。

◆宗谷バスと北紋バスへの補助金
(令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第５号 ))

遠藤
　補助金額の内訳を確認したい。

公共交通対策室長
　生活交通路線維持補助金の関係ですが、無料区
間の部分を含み、北紋バスが 1168 万 9000 円、
宗谷バスが 699万円という内訳になります。

◆省エネエアコン購入費助成金
(令和7年度雄武町一般会計補正予算 (第６号 ))

遠藤
　快適住まいづくり補助金での対象外を補完する
目的と伺っている。
　国からの補助が出ること（※）に合わせて助成を
行うものだが、次年度継続事業としてエアコン購
入支援事業を行う考えはないか。
　（※）国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」

住民生活課長
　ゼロカーボン宣言をしたことで補助を受けられる
制度をつくったところ、こういった交付金のメニュー
があった。酷暑の中、やむを得ず快適住まいづくり
補助金を利用せずにエアコンを取り付けた家庭もあ
るかと思い、このような暫定措置をとらせていただ
いた。
　財源のこともあり、この交付金を使った部分とし
て、今年度単発ということで理解を頂きたいと思う。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
令
和
７
年
９
月
29
日
㈪
）

出
席
委
員

遠
藤
委
員
長
、
高
橋
副
委
員
長
、
嶋

村
委
員
、
金
田
委
員
、
今
泉
委
員

同
行
者

橋
詰
議
長
、
溝
田
議
員
、
栁
原
議
員
、

田
中
議
員
、
安
本
議
員
、
中
村
議
会

事
務
局
長
、
林
教
育
振
興
課
長
（
随

行
者
・
所
管
担
当
）、
内
宮
書
記

【
北
海
道
大
空
高
等
学
校
】

高
校
存
続
対
策

　
大
空
町
は
平
成
18
年
に
女
満
別

町
と
東
藻
琴
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
町
で
人
口
は
約
６
４
０
０
人
。

　
道
立
女
満
別
高
等
学
校
と
町
立

東
藻
琴
村
高
校
を
統
合
し
、
令
和

３
年
４
月
に
町
立
北
海
道
大
空
高

等
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
特
色

あ
る
学
校
経
営
で
全
国
か
ら
生
徒

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

●
北
海
道
大
空
高
等
学
校
（
令
和

３
年
４
月
開
校
）

学
科　

総
合
学
科
（
普
通
科
と
専
門

学
科
の
科
目
か
ら
選
択
）

定
員　
１
学
年　
36
人　
　

特
色　

・「
な
い
も
の
５
選
（
定
期
テ
ス
ト
、

時
間
割
、
細
か
い
校
則
、
固
定

担
任
、
歴
史
・
伝
統
）」
で
生
徒

の
主
体
性
を
育
む
学
校
経
営

・
生
徒
の
15
・
５
％
が
海
外
短
期

留
学
を
経
験

※
町
は
留
学
費
用
の
¾
（
上
限

40
万
円
）
を
支
援　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
寮  

・
大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点
施
設

「
ソ
ラ
ポ
ー
ト
」（
公
設
塾
併
設
）

　
令
和
５
年
４
月
オ
ー
プ
ン

　
　
１
室
２
名
タ
イ
プ
20
室

　
　
１
室
４
名
タ
イ
プ
６
室

　
（
全
26
室
）

　
使
用
料　
月
額
１
５
０
０
０
円　

　
食
費  

　
　
朝
440
円
、
昼
490
円
、
夜
490
円

公
設
塾  

平
常
授
業　

放
課
後
か
ら
20

時
30
分
ま
で　

月
額
２
０
０
０
円

◎
視
察
所
感

　
北
海
道
大
空
高
等
学
校
は
、
道

立
女
満
別
高
等
学
校
と
町
立
東
藻

琴
村
高
校
を
統
合
し
、
令
和
３
年

４
月
に
誕
生
し
た
。
平
成
30
年
か

ら
統
合
へ
の
話
し
合
い
が
進
め
ら

れ
、
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
の
役
職
も
務
め
る
、

産
業
能
率
大
学
の
藤
岡
慎
二
教
授

に
高
校
づ
く
り
の
組
織
体
制
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、
町
民
と
先
生

方
と
の
合
意
形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
っ

た
。
大
空
町
公
設
塾
は
大
空
高
校

が
開
校
さ
れ
る
３
年
前
か
ら
先
行

し
て
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　
新
設
校
の
設
置
は
地
方
に
広
が

る
悪
循
環
を
転
換
さ
せ
る
効
果
も

あ
っ
た
。
高
校
の
魅
力
が
減
少
す
る

こ
と
は
若
者
の
意
欲
や
活
力
・
地
域

へ
の
誇
り
が
見
え
づ
ら
く
な
る
。
そ

の
影
響
に
よ
っ
て
生
徒
が
減
り
、
若

者
が
流
出
、
学
級
や
教
員
減
な
ど
の

教
育
環
境
が
悪
化
す
る
と
い
う
流

れ
が
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
を
、
高
校

魅
力
化
を
起
点
と
し
た
人
づ
く
り

の
好
循
環
に
変
え
て
い
く
。

　
高
校
の
魅
力
化
は
地
域
内
外
か

ら
の
入
学
者
を
増
加
さ
せ
、
意
思

あ
る
若
者
の
環
流
が
起
こ
り
、
地

域
教
育
資
源
が
増
加
す
る
こ
と
は

地
域
活
力
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

　
大
空
高
校
で
は
総
合
的
な
探
求

の
時
間
を
使
っ
て
、
社
会
を
１
ミ

リ
で
も
前
に
動
か
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
の
問
題

解
決
す
る
力
を
育
ん
で
い
る
。
そ

の
結
果
、令
和
３
年
に
は
５
％
だ
っ

た
大
学
へ
の
進
学
率
が
、
令
和
５

道
内
視
察
レ
ポ
ー
ト
（ 

委
員
会
報
告 

）

令
和
７
年
９
月
29
日
㈪
～
９
月
30
日
㈫   

　

年
に
は
20
％
、
令
和
７
年
に
は

60
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
授
業

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
大
空
町

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
何
チ
ー
ム
か
に
分
か
れ
て
、

地
域
の「
ふ
き
お
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
の
地
元
ニ
ュ
ー
ス
を
写
真
で

撮
っ
て
イ
ン
ス
タ
に
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
中
で
も
グ
ル
ー
プ
活
動
に
馴
染

め
な
い
生
徒
に
対
し
て
の
配
慮
が

さ
れ
て
お
り
、
耳
栓
を
し
な
が
ら

単
独
で
問
題
集
に
取
り
組
む
生
徒

の
姿
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う

い
っ
た
あ
り
方
も
、
特
別
な
も
の

で
は
な
く
学
校
の
中
で
自
然
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も

個
別
最
適
化
の
学
習
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　
人
口
減
少
対
策
は
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
が
、
地
域
か
ら
若
者
が

流
出
す
る
こ
と
は
町
経
済
に
多
大

な
損
失
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
地

域
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
高
校
魅

力
化
を
起
点
と
し
た
人
づ
く
り
の

好
循
環
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

地域生 寮生 合　計
３年次 17 人 15 人 32 人
２年次 16 人 24 人 40 人
１年次 15 人 15 人 30 人
合  計 48 人 54 人 102 人

※町内生 35％、道内生 30％、道外生 35％

生 徒 数
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↓
次
は
　
　
出
張
意
見
交
換
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
令
和
７
年
９
月
29
日
㈪
～
30
日
㈫
）

出
席
委
員

栁
原
委
員
長
、
田
中
副
委
員
長
（
斜

里
町
の
み
）、
嶋
村
委
員
、
溝
田
委
員
、

安
本
委
員

同
行
者

橋
詰
議
長
、
遠
藤
議
員
、
金
田
議
員
、

高
橋
議
員
、
今
泉
議
員
、
中
村
議
会
事

務
局
長
、永
井
産
業
振
興
課
長
（
随
行
者・

所
管
担
当　
※
斜
里
町
の
み
）、
内
宮
書
記

【
斜
里
町
】

有
害
鳥
獣
の
対
策
と
活
用

　
平
成
18
年
に
知
床
国
道
沿
線
で

エ
ゾ
シ
カ
と
車
の
接
触
事
故
が
以
前

か
ら
多
発
し
、
国
道
の
維
持
業
務
を

し
て
い
た
関
係
か
ら
、
産
業
の
少
な

い
斜
里
町
で
新
た
な
雇
用
の
場
を

確
保
し
よ
う
と
、
知
床
エ
ゾ
シ
カ

フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
た
斜
里
建
設
工

業
を
視
察
し
、
代
表
取
締
役
社
長
、

富
田
氏
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

●
㈱
知
床
エ
ゾ
シ
カ
フ
ァ
ー
ム

（
平
成
18
年
12
月
設
立
）

事
業
の
変
遷

平
成
19
年
５
月

　
一
時
養
鹿
施
設
運
用
開
始

平
成
19
年
７
月　
食
肉
の
生
産
開
始

平
成
19
年
11
月

（
一
社
）
エ
ゾ
シ
カ
協
会
の
認

証
処
理
場
の
指
定

平
成
21
年

エ
ゾ
シ
カ
肉
活
用
の
ペ
ッ
ト

用
食
品
生
産
開
始

平
成
28
年

エ
ゾ
シ
カ
肉
北
海
道
自
主
衛

生
管
理
の
認
証
取
得

令
和
４
年

　
北
海
道
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得

生
産
・
販
売
量

　
１
５
８
２
頭　
23・
４
ｔ（
令
和
５
年
）

主
な
取
引
先　
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

◎
視
察
所
感

　
今
回
の
視
察
は
、
令
和
６
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員
長

報
告
に
お
い
て
、「
有
害
鳥
獣
捕

獲
事
業
と
廃
校
活
用
に
つ
い
て
」

の
審
査
意
見
を
付
し
た
こ
と
か

ら
、
民
間
企
業
が
経
営
す
る
エ
ゾ

シ
カ
の
食
肉
加
工
施
設
及
び
生
態

捕
獲
の
現
状
を
把
握
し
、
本
町
で

導
入
し
た
場
合
に
お
け
る
課
題
、

問
題
点
等
を
整
理
し
、
実
現
可
能

な
の
か
を
検
証
す
る
必
要
性
か
ら

視
察
し
た
。

　
有
害
鳥
獣
の
対
策
と
し
て
一
定

の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
が
、
個
体
数
が
減
少
す
る
こ
と

に
よ
る
資
源
の
減
、
出
荷
調
整
の

た
め
の
飼
育
管
理
な
ど
、
商
用
化

の
面
で
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
か

な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
早
期
に
町
単
独
で
事
業
化
す
る

に
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
野
生

鳥
獣
の
駆
除
対
策
・
有
効
利
用　

 

に
関
し
て
は
、
北
海
道
全
体
的
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市

町
村
も
含
め
た
広
域
的
な
視
点
で　

 

引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
小
清
水
町
】

新
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
利
便
性

　
令
和
５
年
３
月
に
小
清
水
防
災

拠
点
型
複
合
庁
舎
（
愛
称
ワ
タ
シ

ノ
）
を
建
設
し
た
小
清
水
町
を
訪

問
し
、
総
務
課
長
及
び
企
画
財
政

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
小
清

水
町
は
、
人
口
約
４
３
０
０
人
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
て
い
る
が

漁
業
権
は
な
く
、
土
づ
く
り
の
情

熱
を
今
に
受
け
継
ぐ
農
業
の
町
で

あ
り
、
近
年
で
は
企
業
誘
致
に
成

功
し
新
た
な
雇
用
や
特
産
品
を
生

み
活
気
の
あ
る
町
で
あ
る
。

●
小
清
水
町
防
災
拠
点
型
複
合
庁

舎
（
愛
称
「
ワ
タ
シ
ノ
」）

事
業
概
要

・
事
業
期
間　

令
和
２
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月

・
事
業
費
等　
約
29
億
円

（
設
計
等
業
務
含
む
）

建
築
概
要

・
主
要
用
途
…
役
場
、
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

・
構
造
種
別　

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

・
建
築
面
積

　

２
５
２
４
・
38
㎡

・
延
床
面
積

　
３
９
４
９
・
37
㎡

・
階
数　
地
下
１
階
、
地
上
２
階

・
付
帯
施
設　

温
泉
利
用
施
設
、
職
員
駐
車
場
、

来
庁
者
駐
車
場

※
足
湯
、
防
災
ひ
ろ
ば

　
　
　
（
令
和
７
年
度
完
成
予
定
）

◎
視
察
所
感

　
令
和
５
年
５
月
に
運
用
開
始
さ

れ
た
防
災
拠
点
型
総
合
庁
舎
は
、

日
常
時
は
も
ち
ろ
ん
非
常
時
に　

も
役
立
て
る
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の

視
点
を
取
り
入
れ
、「
人
が
集
ま

る
場
所
に
役
場
が
あ
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
役
場
・
商
工
会
・
民

間
企
業
等
が
連
携
し
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
、コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、

カ
フ
ェ
等
を
併
設
し
た
複
合
庁
舎

と
な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
防
災
拠
点
の
形
成
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
、
親
し
み
を
持
っ

て
気
軽
に
訪
れ
る
空
間
、
一
体
整

備
に
よ
る
建
設
コ
ス
ト
の
削
減
、

中
心
拠
点
施
設
と
し
て
の
再
生
を

掲
げ
て
い
る
。
普
段
の
日
も
、
も

し
も
の
災
害
の
日
も
「
こ
こ
は
私

の
居
場
所
」
と
し
て
、
世
代
を
超

え
て
訪
れ
た
人
々
で
に
ぎ
わ
い
関

わ
り
合
う
場
所
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
一
昨
年
の
美
幌
町
庁
舎
の
視
察

所
感
で
も
述
べ
た
が
、
新
庁
舎
は

全
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
と

も
に
、
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
窓

口
機
能
を
有
し
て
お
り
、
職
員
の

働
き
や
す
い
執
務
空
間
と
相
ま
っ

て
住
民
の
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
う
か
が
え
た
。

　
雄
武
町
は
、
役
場
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
は
現
在
検
討
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
ど
の
よ
う
に
新
庁
舎
を
考

え
て
行
く
こ
と
に
な
る
か
不
透
明

で
あ
る
が
、
次
世
代
に
し
っ
か
り
と

し
た
体
制
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
小

清
水
町
を
は
じ
め
他
市
町
村
の
取

り
組
み
を
調
査
し
、
庁
舎
建
設
を
検

討
す
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。
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どこでもどこでも

—— —— おお気軽気軽にごにご相談相談くださいください。議員。議員がが出向出向きます！きます！————

意見意見交換会交換会

対 象 者対 象 者：町内：町内にに所在所在するする 5 名以上5 名以上のの町民等町民等
場 所場 所：町内：町内のの公共施設公共施設などなど

開催目的開催目的：：団体やグループなどの活動内容に沿ったテーマで議員と団体やグループなどの活動内容に沿ったテーマで議員と
意見交換を行い、課題の共有や相互理解を深めるとともに、意見交換を行い、課題の共有や相互理解を深めるとともに、
ご意見やご提案などを議会活動に反映させ、政策提言などにご意見やご提案などを議会活動に反映させ、政策提言などに
生かします。生かします。

募集内容

詳細・参加申込書は町公式 HP でご確認ください
問合せ先：雄武町議会事務局　Tel：84-2121（内線 331）　E-mail：gikai@town.oumu.hokkaido.jp

出張出張!!!!
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↓
次
は
　
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き

その他の採決結果　※一部

12
　
月
　
定
　
例

雄武町職員の給与に関する条例等の一部改正
雄武町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
雄武町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
人事院勧告に準拠した給与の引上げに関するもの。

可　決
（異議なし）

雄武町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
令和 8 年 4 月 1 日から乳児等通園支援事業 ( こども誰でも通園制度 ) を実施するため、乳児等通園支援
事業所の認可基準を定める条例の制定が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

地方自治法の一部を改正する法律等の公布に伴う関係条例の整理
地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴い、引用し
ている条の番号ずれが生じるため、関係する条例の一部改正が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

雄武町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正
児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、特定の都道府県又は指定都市にのみ保育士と同様に
業務を行うことができる資格制度が創設されたことなどにより、一部改正が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

雄武町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
児童福祉法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、特定の都道府県又は指定都市にのみ保育士と同様
に業務を行うことができる資格制度の創設、乳幼児の健康診査の取扱いの変更及び保育所等の保育士・
保育従事者の配置基準が見直されたことなどにより、一部改正が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

雄武町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正
児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴い、保育所等の職員等による通報義務等が創設されたた
め、一部改正が必要となったもの。

可　決
（異議なし）

公の施設に係る指定管理者の指定について（オホーツク温泉ホテル日の出岬）
オホーツク温泉ホテル日の出岬の管理運営を町が指定する会社（雄武町観光開発株式会社）に行わせよ
うとするもの。管理期間は令和 8 年 4 月 1 日から令和 13 年 3 月 31 日まで。

可　決
（異議なし）

オホーツク町村公平委員会規約の変更
オホーツク町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数を変更し、当該地方公共団体として、令和
8 年 4 月 1 日から斜里町を追加することに伴い、オホーツク町村公平委員会から、オホーツク町村公平
委員会規約の変更について協議があったので、議決を求めるもの。

可　決
（異議なし）

雄武町教育委員会教育長の任命（西埜聡明氏・任期：令和８年１月１日～令和 10 年 12 月 31 日）

豊田通敏教育委員会教育長が、令和 7 年 12 月 22 日をもって任期満了となるため、新たに任命しようと
するもの。

同　意
（異議なし）

雄武町固定資産評価審査委員会委員の選任（門傳富男氏・任期：令和８年２月 16 日～令和 11 年
２月 15 日）

令和 8 年 2 月 15 日をもって任期満了となる雄武町固定資産評価審査委員会委員について、引き続き選任
しようとするもの。

同　意
（異議なし）

※ 賛否が分かれた議論はありませんでした。
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編
集
あ
と
が
き

　　
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
、
北
海
道
12

区
の
中
で
雄
武
町
は
70
％
超
の
投
票
率

と
な
り
、
町
民
の
関
心
度
が
高
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
感
じ
る
中
で
行
わ
れ
た
、
議
会

に
よ
る『
意
見
交
換
会
』で
す
が
、思
っ

た
よ
り
も
参
加
人
数
が
少
な
く
、
関
心

の
薄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
周
知
不
足
が

原
因
な
の
で
は
と
も
思
い
ま
す
が
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
「
議
会

の
活
動
内
容
が
見
え
に
く
い
」
と
い
う

意
見
を
聞
く
と
、
議
会
広
報
を
含
め
議

員
活
動
の
活
性
化
と
『
見
え
る
化
』
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
は
、
議
会
が
出
向
く
形
で

の
意
見
交
換
会
「
出
張
‼
ど
こ
で
も
意

見
交
換
会
」
を
始
め
ま
す
。
今
ま
で
と

は
違
う
形
で
皆
様
の
意
見
を
聞
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
委
員 

　
高
橋
　
誠

議 会 日 誌
 令和７年９月

9 ～ 12 日 第 4 回定例会開催
12 日 第 12 回広報特別委員会開催
19 日 第 13 回広報特別委員会開催

29 ～ 30 日 総務文教・産業厚生常任委員会合同道内
視察研修（大空町、斜里町、小清水町）

 10 月

2 日 遠軽町合併 20 周年記念式典（遠軽町）出
席、議長

3 日 第８回議会改革調査特別委員会開催
〃 第 14 回広報特別委員会開催

5 日 みどりと親しむ町民のつどい出席、議長
10 日 第 15 回広報特別委員会開催
18 日 雄武中学校学校祭出席、議長

19 日 西興部村開村 100 周年記念式典（西興部
村）出席、議長

20 日 北海道知事の御来訪に伴う懇親会（紋別市）
出席、議長

24 日 第 9 回議会改革調査特別委員会開催
〃 第 16 回広報特別委員会開催

24 ～ 25 日 オホーツク期成会北海道要望（秋季）（札
幌市）出席、議長

25 日 雄武小学校学芸会出席、副議長

27 ～ 30 日 議会道外行政視察調査（福島県西会津町、
会津若松市）

30 日 町単独要望（網走市）出席、議長
 11 月

3 日 雄武町栄典表彰式出席、議長ほか 7 名

4 ～ 5 日 道東 4 地区町村議会議長会連絡協議会（音
更町・帯広市）出席、議長

6 ～ 7 日 町単独要望（札幌市）出席、議長

8 ～ 9 日 札幌雄武会総会及びふれあいの夕べ（札
幌市）出席、議長ほか 3 名

10 日 第 10 回議会改革調査特別委員会開催

11 ～ 13 日 第 69 回町村議会議長全国大会（東京都）
出席、議長

13 日 高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設
促進期成会要望（東京都）出席、議長

13 ～ 16 日 令和 7 年度武雄市物産まつり（佐賀県武
雄市）出席、溝田議員、高橋議員

13 ～ 16 日 益子町民まつり（栃木県益子町）出席、
議長、栁原議員

16 日 沢木小学校学芸会出席、副議長
17 ～ 18 日 町単独要望（東京都）出席、議長

23 日 雄武神社勤労感謝祭出席、議長ほか 1 名
25 日 議会全員協議会開催

〃 議会運営委員会開催
〃 第 11 回議会改革調査特別委員会開催

28 日 議会全員協議会開催

29 日 オホーツク海と流氷についての勉強会（紋
別市）出席、議長

〃 長谷川岳参議院議員国政報告会（紋別市）
出席、議長

30 日 雄武町議会意見交換会開催

 12 月

１日 議会運営委員会開催

2 日 興部町議会との意見交換会（興部町）出席、
議長ほか８名

3 日 歳末町内飲食店等啓発（特別警戒啓発活
動）出席、議長

7 日 令和 7 年度自由民主党移動政調会（北見
市）出席、議長

10 日 議会全員協議会開催


